
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暦は 9 月を迎えました。でも夏の暑さはまだ続きそうですが、アブラゼミの鳴き声からミンミンゼミの鳴き声に変わり、

昆虫の生態からも自然の変化を知り夏の終わりを感じさせてくれます。今は玄関先に置いている鈴虫が盛んに羽を振

わせ鳴いています。子どもたちは、そんな昆虫が大好きで、虫かごを覗く視線は探求心にあふれています。 

 

今年の夏は、オリンピックがあり、コロナ感染者が増大し、豪雨での災害もあり、終戦記念日、原爆のこと、アフガン問

題等、多岐にわたる報道がありました。その都度何が正しくて、どうしたらいいのか悩み考えさせられました。休みの日

は家にいることがほとんどで、コロナに感染しないようにと、好きな裁縫をしたり、本を読んだりして過ごしました。今読ん

でいる本「他社の靴を履く」ブレイデイみかこ著は、エンパシーとは何かという内容で記載されています。「立場の異なる

相手を理解する能力」とらえ方によっては難しい面もありますが、良い意味では保育の中でも意識づけられたらと思いま

した。興味のある方にお勧めの本です。前作「僕はイエローでホワイトで、ちょっとブルー」も格差や差別、友情を描いて

いる内容になっていて 2冊ともおすすめです。 

                                                     園長   岡本友子 

 

保育園だより  １２６号   202１年 9月 １日 

 せたがや小鳥の森保育園  

理念                                  めざす子ども像 

１、乳幼児期の子どもの最善の利益を守る保育園         １、  心身ともに健康な子ども 

２、親・地域の多様な子育ての要求を受け止め、          ２、 自分の要求を持ち、豊かに表現し  

    助ける保育園                                実現しようとする子ども 

３、すべての子どもたちが健やかに育ち、すべての          ３、 自分を大切にし、仲間を大切にする子ども  

    ものの生命を大切にし、平和な社会をめざす保育園 

             保育目標 

１、 子どもの人格を尊重し、子どもの一人ひとりの発達を援助する 

２、 保護者と子育てを共同する  

３、 保育園の社会的役割を果たす   
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９月の予定 

９日（木）         ５才児 プラネタリウム鑑賞 ・・・送迎は貸し切りバスを利用し、教育センタープラネタリウム

内もその時間は貸し切りになっていますので、当園の関係者以外と接触することがありませ

ん。また感染症対策にも万全に配慮した上で行います 

                   

 ９日（木）          健康診断 

 1６日（木）         身体測定 

 

 

お知らせ 

感染予防として（緊急事態宣言を受けて） 

① 職員は順次、ワクチン接種をしています 

② 園内の消毒作業を日常的に行っていますが、日常的に 

できない箇所などを土曜日の午前中に消毒作業をし 

感染予防を徹底しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消毒用のぼろ布が不足しています。ご家

庭で不要になった布がありましたらお

持ちいただけるとありがたいです。 

 


